
し
た
が
、
次
い
で
祭
山
制
部
に
大
采
寺
に
参
隠
し
、

蹴
を
経
て
研
究
止
ま
ず
、
終
に
能
く
旨
を
得
た
。
明

峰
是
よ
り
錫
を
曳
い
て
東
西
に
遊
隠
し
、
澗
憐
の
宗

附
に
溺
し
た
に
皆
之
を
器
と
し
た
。
正
中
二
年
入
用

八
日
永
党
寺
の
二
代
位
に
晋
み
、
一
住
十
俄
年
議
席

を
成
し
、
宿
望
m
揃
高
か
っ
た
。
元
弘
三
年
天
下
大
に

用
品
れ
、
戎
馬
野
に
縮
か
っ
た
。
時
に
二
結
節
芸
法
親

王
、
高
徳
の
沙
門
を
擦
び
、
兵
安
を
援
ひ
て
天
下
の

蹄
.
平
を
致
さ
し
め
ん
と
し
給
う
た
が
、
明
的
も
亦
こ

れ
に
奥
っ
た
。
是
を
以
て
北
傑
氏
亡
び
て
天
皇
の

京
に
遊
撃
し
給
う
た
後
、
羽
咋
郡
岩
部
保
を
寄
泌
し

て
寺
箆
に
宛
て
、
寺
を
限
せ
て
勅
防
道
場
と
し
給
う

た
o
E平
元
年
ハ
貞
利
二
〉
明
時
大
来
寺
に
移
る
。
後

悦
大
采
寺
に
於
い
て
明
峰
を
一
一
一
代
と
す
る
も
の
は
、

之
に
先
だ
っ
て
恭
路
泌
良
が
臨
掛
の
徒
に
し
て
こ
の

寺
を
顕
し
た
の
を
列
依
か
ら
省
い
た
の
で
あ
る
。
後

叉
越
中
光
翻
寺
に
前
ぜ
ら
れ
て
そ
の
第
一
組
と
な
っ

た
。
別
崎
後
進
を
誘
依
す
る
に
尤
も
諮
を
得
た
か
ら
、

嗣
法
の
徒
サ
一
人
の
多
き
に
及
び
、
共
の
中
無
制
索
、

崇
・
排
翁
・
組
舜
・
玄
窓
・
珠
躍
遊
珍
・
古
銘
宗
鏡
・
玄
跨

統
玄
・
館
開
制
生
・
路
仁
・
不
倫
玄
依
・
用
路
琉
瑛
・
松

岸
田
回
一
蹴
の
草
創
し
た
伽
践
は
、
永
光
寺
下
の
十
二
門

振
と
穏
せ
ら
れ
た

o
E平
五
年
ハ
概
邸
一
苅
〉
一
一
一
周
二
十

八
日
越
化
、
議
七
十
四
。
門
徒
培
を
永
党
寺
内
に
建

て
L
、
之
を
紹
熔
庵
と
撹
し
た
。

εヨ
ウ
ホ
ウ
ヅ
カ
明
峰
塚
石
川
泌
太
平
寺
ハ
部

落
名
〉
の
松
林
中
に
あ
る
塚
は
、
資
永
誌
に
明
峰
和

向
の
援
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
墳
上
に
m
怖
を

建
て
L

大
莱
寺
閉
山
和
向
茶
枇
墳
と
し
て
あ
る
か

ら
、
徹
泡
の
灰
塚
で
あ
る
か
と
も
思
は
れ
る
。
叉
貸

永
誌
に
石
川
郡
吉
野
村
の
寺
町
と
い
ふ
腕
は
抵
陀
寺

の
跡
で
、
明
峰
の
塞
が
あ
る
と
い
ひ
、
今
も
小
砕
を

立
て
L
閉
山
云
々
と
犯
し
て
あ
る
が
、
閉
山
は
大
智

、、、ョ

で
そ
の
師
則
的
で
は
な
い
。
且
つ
大
智
は
肥
後
現
制
限

寺
で
寂
し
、
明
的
は
越
中
光
謝
料
寺
で
寂
し
て
ゐ
る
ゃ

う
で
あ
る
か
ら
、
何
れ
も
疑
は
し
い
。

ミ
ヨ
ウ
ホ
ウ
ノ
イ
ハ
ヤ
妙
法
の
窟
永
正
五
年

の
白
山
部
定
私
記
に
泰
澄
の
事
を
記
し
て
、
『
趣
箱
二

年
に
下
白
山
の
舟
附
の
諮
り
妙
法
の
石
室
に
入
て
御

念
ま
こ
と
を
い
た
し
、
呪
遍
幼
を
つ
み
、
天
に
何
ぎ

地
に
伏
し
て
簸
験
を
祈
h
v
給
ふ
践
に
、
夢
中
に
民
女

の
白
馬
に
来
。
て
、
今
の
拝
殿
の
前
の
ひ
ら
器
の
上

に
立
て
和
簡
に
ま
み
え
て
云
々
』
と
あ
り
、
そ
の
石

室
は
今
の
白
山
均
時
紳
枇
か
ら
鶴
来
へ
出
る
道
路
の

側
な
る
も
と
傾
斜
地
醸
の
あ
っ
た
所
だ
と
い
ふ
が
、

泰
澄
の
廓
郎
自
般
か
ら
が
硲
伐
と
は
い
ひ
得
ぬ
。

ミ
ヨ
ウ
ホ
ウ
ロ
ン
ジ
妙
法
輪
寺
羽
咋
郡
饗
生

に
在
っ
て
、
日
蓮
宗
に
臨
す
る
ρ
貞
亭
の
由
来
容
に
、

元
は
法
愉
寺
と
い
ひ
提
言
宗
で
あ
っ
た
が
、
日
源
の

時
改
宗
し
、
日
源
は
至
徳
三
年
に
寂
し
た
と
あ
る
。

境
内
に
老
雨
天
樹
が
あ
っ
て
、
幹
の
鍛
サ
入
木
、
そ

の
官
刊
さ
は
八
米
に
及
ぶ
。
太
さ
は
、
そ
の
最
大
な
も

の
で
も
R
廻
入
鰹
に
及
ば
な
い
J

ミ
ヨ
ウ
マ
ン
ジ
妙
高
寺
鹿
島
郡
宇
捕
に
在
っ

て
、
員
宗
西
一
献
に
臨
す
る
。

ミ
ヨ
ウ
ユ
・
ワ
明
翰
加
賀
の
人
。
戒
律
に
精
し

く
、
粂
ね
て
華
搬
を
糊
宿
に
裂
け
、
選
ば
れ
て
東
大

寺
戒
壇
和
備
と
な
っ
た
が
、
侍
夜
大
殿
に
宿
し
て
、

房
舎
で
股
な
か
っ
た
。
隠
和
元
年
二
用
十
八
日
寂
。

歳
入
十
四
。

ミ
ヨ
ウ
ラ
タ
ジ
妙
禦
寺
河
北
郡
祐
幡
に
在
っ

て
、
興
宗
東
一
概
に
鹿
す
る
。
初
め
岡
部
五
反
田
に
隠

た
が
、
明
治
二
年
初
め
て
寺
脱
を
公
務
し
、
十
二
年

五
周
今
の
地
に
移
っ
た
。

ミ
ヨ
ウ
ラ
タ
ジ
妙
禦
寺

て
、
興
宗
東
仮
に
臨
す
る
。

鹿
島
郡
江
曾
に
在
つ

εヨ
ウ
ラ
タ
ジ
明
禦
寺
石
川
郡
荒
屋
柏
野
に

在
っ
て
、
提
宗
東
一
概
に
屈
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ

た
が
、
明
治
十
一
年
初
め
て
寺
脱
の
公
務
を
許
さ
れ

た。

εヨ
ウ
ラ
タ
ジ
明
祭
寺
鳳
至
郡
乙
ヶ
崎
に
在

っ
て
、
興
宗
東
涯
に
鴎
す
る
。

εヨ
ウ
リ
キ
ジ
明
カ
寺
鳳
至
郡
北
河
内
に
在

っ
て
、
長
宗
東
振
に
屈
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た

が
、
明
治
十
三
年
七
局
寺
鋭
の
公
務
を
抱
則
さ
れ
た
。

さ
ヨ
ウ
リ
ュ
・
ワ
ジ
妙
立
寺
金
棒
泉
寺
町
に
在

っ
て
、
正
久
山
と
鋭
し
、
日
蓮
宗
に
臨
す
る
。
抵
永

二
十
年
日
沼
之
を
謹
上
町
に
創
建
し
た
が
、
後
新
竪

町
に
移
。
、
成
治
二
年
箆
に
今
の
地
に
移
っ
た
。

句
旬
、
ヨ
ウ
リ
ヨ
ウ
コ
ウ
イ
ジ
徹
隠
雨
公
遣
事
一

加
。
一
名
微
妙
公
御
夜
話
。
前
田
利
常
及
び
光
高
の

行
朕
談
話
を
場
げ
る
。
寛
永
頃
の
銃
記
で
あ
ら
う
と

い
ふ
読
が
あ
る
。

εヨ
ウ
ロ
ン
妙
林
石
川
郡
拍
安
聞
の
小
字
。

日
像
巡
化
の
際
こ
L
に
妙
林
尼
が
底
て
之
に
鴎
依

し
、
鍛
仰
を
給
は
っ
て
安
置
し
た
と
僻
へ
る
o
又
妙

林
が
日
像
に
供
聾
す
る
も
の
L
な
か
っ
た
鏡
、
軒
端

の
漉
梯
を
焼
い
て
献
っ
た
が
、
日
像
は
麗
子
を
地
に

埋
め
て
再
び
芽
を
渡
せ
し
め
た
。
後
批
妙
林
締
と
い

は
れ
る
も
の
は
こ
れ
か
ら
分
か
れ
た
の
で
、
そ
の
種

子
が
焦
げ
た
如
く
に
な
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
栂
梯
と

し
て
美
味
で
あ
る
。

句
旬
、
ヨ
ウ
日
ン
ガ
キ
妙
林
締

J
ミ
ヨ
ウ

p
y

妙
林
。
ミ
ヨ
ウ
レ
ン
妙
恵
一
に
鵡
惑
と
も
い
ふ
。
金

需
木
J

新
保
持
明
院
境
内
の
泊
中
に
生
じ
、
古
来
多

頭
漣
と
も
並
頭
諮
と
も
稿
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
現
に
嘗
寺
若
し
く
は
醤
寺
か
ら
分
植
し
た
も
の

の
外
に
之
を
見
ぬ
。
大
正
十
二
年
三
周
五
日
文
部
省

か
ら
天
然
紀
念
物
に
指
定
せ
ら
れ
た
。
妙
離
は
溜
及

び
宇
閲
の
聞
は
曲
目
迦
の
も
の
と
同
じ
い
が
、
開
花
し

て
外
郎
な
る
共
同
花
騰
の
脆
務
ず
る
時
は
、
ご
三
輪

乃
蛮
八
九
輸
の
花
を
一
撃
の
上
に
顕
す
。
こ
の
花
は

霊
鰻
で
、
雄
議
・
雌
薬
北
ハ
に
鑓
形
し
て
花
錯
綜
を
呈

し
、
子
房
は
全
く
退
化
す
る
。
各
個
の
花
の
う
ち
に

更
に
敏
個
の
小
花
即
ち
花
鑓
群
が
あ
り
、
花
雛
の
総

敏
三
千
を
超
え
る
も
の
す
ら
あ
る
。

ミ
ヨ
ウ
レ
ン
ジ
妙
蓮
寺
.
石
川
郡
松
任
に
在
っ

て
、
長
宗
東
波
に
因
す
る
o

sヨ
ウ
レ
ン
ジ
明
遺
寺
羽
咋
郡
長
制
作
に
在
っ

て
、
自
民
宗
東
一
蹴
に
邸
ず
る
。

『
ミ
ヨ
シ
カ
タ
ナ
ホ
=
一
好
質
直
通
都
諮
問
賦
、
宇

は
子
建
。
初
め
鵡
川
有
父
の
次
子
正
直
出
で
a
h

御
算

用
者
一
ニ
好
乙
一
一
一
郎
防
以
能
の
嗣
と
な
っ
た
が
、
幾
許
も

な
く
死
去
し
た
か
ら
、
正
直
の
弟
関
直
そ
の
後
を
承

け
た
。
未
詳
償
却
法
第
十
八
編
・
双
鈎
招
差
・
改
正
額
類

の
我
が
あ
る
。
明
治
十
一
一
一
年
十
一
周
十
一
日
夜
、
本

年
五
十
九
。

ミ
ヨ
シ
カ
タ
ヨ
シ
三
野
賢
能
活
抑
制
乙
三
郎
。

御
節
用
婦
の
定
で
、
除
一
一
一
十
五
依
。
録
法
を
能
く
し
、

そ
の
未
詳
算
法
の
鮮
側
怖
が
治
さ
れ
て
ゐ
る
。
初
め
揃

川
有
父
の
二
子
正
直
を
養
子
と
し
、
正
直
の
夜
後
そ

の
弟
諮
問
賦
質
直
を
養
予
と
し
た
。

句
ミ
ヨ
シ
サ
ス
ケ
=
一
吉
友
助
隊
五
百
石
を
受
け
、

元
和
元
年
大
坂
の
再
役
に
従
う
て
、
五
周
七
日
戦
残

し
た
。
そ
の
嫡
統
は
孫
左
助
の
時
早
批
し
て
断
絶
し
、

支
族
は
左
助
の
孫
助
左
衛
門
粂
好
が
詑
永
二
年
二
用

自
殺
し
、
粂
好
の
弟
六
認
は
三
好
氏
を
抑
制
し
た
が
、

亦
不
行
放
で
改
易
せ
ら
れ
た
。

-
ミ
ヨ
シ
マ
ザ
ナ
ホ
=
一
好
正
直
活
様
不
称
。
鵡

川
有
火
の
二
子
で
、
一
一
一
好
賢
能
の
養
嗣
子
と
な
っ
た

が
、
務
〈
も
な
く
残
し
た
。

八
三
五


